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研究の背景及び目的

がん細胞表面に発現している抗原に結合する抗体に細胞毒性を有する薬物を
結合させた抗体－薬物複合体(ADC)は、選択的に抗がん剤を送達させる製剤
として開発が進んでいる。しかしながら、ADCのがん細胞内の取り込み効率
は低いというのが現状である。上皮成長因子受容体(EGFR)は、大腸がんや脳
腫瘍で過剰発現、また肺がんでは活性化変異が見られるなど、がん治療標的
分子として注目されています。そこで、EGFRを標的とするモノクローナル
抗体を細胞内に効率的に送達する技術の確立を行った。

■ おもな研究内容

期待される効果・応用分野

・開発済および開発中の抗EGFR-ADC薬の効果を増強することができます。
・既存の抗がん剤と抗EGFR-ADC薬の併用による治療効果増強が期待できます。
・抗体と薬物を連結するリンカーの改良に応用することができます。
・EGFRのエンドサイトーシス機構の解明による新しい分子標的を探索することができます。
・他のEGFR/ErbBファミリー受容体にも応用できる可能性が考えられます。

■ 共同研究・特許など

・抗EGFR-ADC薬の薬効評価などの実験を行うことができます。
・EGFRなどのがん分子標的の活性評価を行うことができます。
・本発見は、以下の通り特許出願済みです。
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研究分野 がん分子標的治療、シグナル伝達、細胞内トラフィック
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